

















































































年後問題 である。渡辺淳一 孤舟 、岡田誠一 定年後 などの小説や、加藤仁































































































意思が求められる。そのためには 高慢 や 虚栄 、 体面 、あるいは 含羞 、
羞恥 といった、類似の、近い感情との境界を絶えず意識することが大切である。
















































































的な伝統的解決法で、しばしば 枯れる とか 丸くなる 、 角がとれる といった







その前提として あきらめ がある。 外のいう である。 外の場合
は外的な事情から文学上の野心も、恋愛も、栄達も諦めねばならず、その憂悶が異様
にはげしい遺言書のかたちで最後に噴き出す。つまり彼はほんとうには諦めてはいな
かったわけで、 をみずからは 平気 と意訳したりしている。強がって
いるわけだ。しかし老いにはそうしたなまぐささがないと見られているところから、







で 枯れる ことはしない。精神科医・なだいなだの提唱する 人間、とりあえず主
義 がそれである。 とりあえず今日を生き、あすもまた今日を生きよう とするも
ので、みずからを とりあえず医師 と称し、 人生は仮採用のまま退職まで行くと









哲学者・九鬼周造は いきの構造 で、江戸前美学である いき は 媚態 （色
























は 自嘲 とまではいかなくても 自己憐憫 に近く、笑えない。上質のユーモアと
は言いがたい。同じ老残を唄うにしても
ヨン様がゐぬチャンネルに切り替ふる心のせまき老人われは （竹山広）





























本稿は 年 月 日の甲南大学での講演原稿を大幅に改訂して書きとげられた。コメント
を寄せてくださった多数の方に感謝したい。
